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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、欧米先進国経済の先行き懸念の広がり等により金融市場の大きな

変動はありましたが、総じて緩やかな成長が続きました。米国経済は、個人消費を中心に堅調に推移し、欧州経済も

緩やかな回復が続きました。一方、中国経済は減速が続き、近隣の新興国経済も回復が遅れております。

わが国経済は、海外経済の減速および円高の進行により輸出が伸び悩み、個人消費も停滞が続きました。

工作機械の需要動向につきましては、北米市場では、原油安および海外経済の減速等により製造業の設備投資は停

滞しましたが、自動車および航空機関連の需要は底堅く推移いたしました。欧州市場はユーロ安および金融緩和の継

続により、緩やかな回復が続きました。中国市場は、経済減速の影響により設備投資は低迷が続きましたが、省人

化・無人化などの合理化を目的とする設備投資は底堅く推移いたしました。その他新興国市場は低迷が続きました。

国内市場では、海外経済の減速および円高の進行等により、設備投資に慎重な動きが見られました。また、中小企業

では、ものづくり補助金の採択待ちにより、設備投資の決定を遅らせる動きも見られました。

このような状況の下、当企業グループは付加価値の高い製品・サービスを提供するとともに、オークマスマートフ

ァクトリー構築のための取り組みを積極的にPRし、受注・売上・収益の拡大に努めてまいりました。

販売戦略におきましては、４月に中国で開催されましたCCMT2016（中国CNC工作機械展覧会）および韓国で開催され

ましたSIMTOS2016（ソウル国際工作機械展覧会）に出展し、門形マシニングセンタや横形マシニングセンタ、複合加

工機、研削盤等、当社の高付加価値マシンを展示し、幅広い顧客ニーズに総合一貫して応えることができるトータル

レスポンシビリティをPRいたしました。そして、ブース内の展示機を通信で繋ぎ、稼働状況の見える化や3Dバーチャ

モニターによる加工準備のデジタル化の取り組みなどを実演し、オークマが進めるスマートファクトリーを判り易く

説明いたしました。

また、アフターサービスにおきましては、可児工場内のサービスパーツセンターを大幅に拡張し、サービス部品の

生産能力を一段と高めました。これにより、サービスパーツを全世界に迅速に供給し、機械故障時のマシンダウンタ

イムを最小限に抑制するダントツサービスの実現を図っております。

技術戦略におきましては、当社独自の知能化技術と高付加価値マシンの更なる高度化、横形マシニングセンタの機

能充実などの開発を進めてまいりました。また、最新鋭のCNC装置「OSP suite」の機能強化とアプリケーションの充

実により、スマートマシン、スマートマニュファクチャリングの高度化に向けて開発を進めてまいりました。

コスト戦略におきましては、今年５月にオークマスマートファクトリーの第２弾となるDS2（Dream Site２）の建設

に着手いたしました。このDS2の建設は、本社工場および可児工場の再開発プロジェクトの一環であり、自動化による

生産効率の向上とともに、物流の効率化や生産管理の高度化を図り、製造コストの削減に繋げてまいります。

これらの戦略を確実に実行してまいりました結果、当第１四半期連結累計期間の連結受注高は364億48百万円（前年

同四半期比23.9％減）、連結売上高は347億56百万円（前年同四半期比12.9％減）、営業利益は26億65百万円（前年同

四半期比22.0％減）、経常利益は26億24百万円（前年同四半期比25.0％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

14億８百万円（前年同四半期比33.9％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間における総資産は、前連結会計年度末と比較して134億44百万円減少し、1,891億50百万

円となりました。主な要因は「受取手形及び売掛金」の減少80億37百万円、「現金及び預金」の減少41億77百万円、

「投資有価証券」の減少23億８百万円及び「たな卸資産」の増加20億13百万円などによるものです。また、負債は前

連結会計年度末と比較して、86億６百万円減少いたしました。主な要因は「未払法人税等」の減少41億42百万円、

「賞与引当金」の減少14億92百万円、「電子記録債務」の減少８億59百万円及び「支払手形及び買掛金」の減少６億

71百万円などによるものです。純資産は、「為替換算調整勘定」の減少30億13百万円及び「その他有価証券評価差額

金」の減少16億15百万円などにより、48億38百万円の減少となりました。この結果、当第１四半期連結会計期間末の

自己資本比率は66.0％となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の世界経済の見通しにつきましては、米国経済は利上げの影響等の懸念材料はありますが、総じて堅調が続く

と見込まれます。欧州につきましては、英国のEU離脱問題の行方とその影響が懸念されますが、足下の経済は底堅く、

暫くは緩やかな回復が続くと期待されます。中国およびその他アジアの新興国経済は、本格的な回復には時間が掛か

ると見込まれます。

このような経済情勢の下、工作機械の市況につきましては、海外経済の動向および為替の動向に影響を受けるもの

の、ものづくりの高度化およびIoT等による生産革新の動きが世界中で進められていることから、高付加価値マシンの

需要は底堅いと見込まれます。

このような状況の下、当企業グループは、高付加価値マシンの提供と加工技術等の高度なソリューションの提供に

より、世界最高のものづくりサービス企業を目指してまいります。

販売戦略におきましては、今夏にAerospace Center of Excellenceを本社ショールーム内に設立し、先行する米

国・フランスの同センターとの連携によりノウハウを蓄積し、好調な航空機関連向けのソリューション強化を進めて

まいります。

技術戦略におきましては、９月に米国で開催されるIMTS（シカゴ国際工作機械見本市）および11月に日本で開催さ

れるJIMTOF2016（日本国際工作機械見本市）への出品を目指し、新たな知能化技術および高付加価値マシンの開発を

進めてまいります。

コスト戦略におきましては、DS2（Dream Site２）の建設を進めながら、既存工場の生産性向上および物流改革によ

る合理化を進めてまいります。

これらの取り組みにより、当企業グループの成長戦略を強力に推し進めてまいります。

以上を踏まえ、平成28年４月28日公表の平成29年３月期の連結業績予想に変更はございません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 52,069 47,892

受取手形及び売掛金 33,149 25,112

電子記録債権 943 1,078

たな卸資産 48,064 50,077

その他 10,390 9,779

貸倒引当金 △212 △195

流動資産合計 144,406 133,745

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 15,728 16,069

リース資産（純額） 2,510 2,360

その他（純額） 14,571 14,199

有形固定資産合計 32,810 32,629

無形固定資産 2,566 2,516

投資その他の資産

投資有価証券 19,412 17,103

その他 3,491 3,245

貸倒引当金 △93 △91

投資その他の資産合計 22,811 20,257

固定資産合計 58,188 55,404

資産合計 202,594 189,150
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,406 13,734

電子記録債務 17,000 16,141

1年内償還予定の社債 5,000 5,000

リース債務 592 587

未払法人税等 5,116 973

賞与引当金 2,929 1,437

役員賞与引当金 125 30

製品保証引当金 310 293

その他 9,258 8,993

流動負債合計 54,740 47,193

固定負債

社債 5,000 5,000

リース債務 2,009 1,856

役員退職慰労引当金 7 7

退職給付に係る負債 3,897 3,666

その他 2,234 1,559

固定負債合計 13,148 12,089

負債合計 67,889 59,283

純資産の部

株主資本

資本金 18,000 18,000

資本剰余金 41,707 41,707

利益剰余金 74,919 74,724

自己株式 △6,846 △6,847

株主資本合計 127,781 127,585

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,386 2,771

為替換算調整勘定 △448 △3,461

退職給付に係る調整累計額 △2,228 △2,124

その他の包括利益累計額合計 1,709 △2,814

非支配株主持分 5,213 5,095

純資産合計 134,705 129,866

負債純資産合計 202,594 189,150
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 39,921 34,756

売上原価 28,370 24,100

売上総利益 11,551 10,655

販売費及び一般管理費 8,133 7,990

営業利益 3,417 2,665

営業外収益

受取利息 20 15

受取配当金 210 233

持分法による投資利益 14 15

その他 120 118

営業外収益合計 366 382

営業外費用

支払利息 53 28

為替差損 123 244

その他 107 149

営業外費用合計 285 423

経常利益 3,498 2,624

特別損失

工場再構築費用 - 208

特別損失合計 - 208

税金等調整前四半期純利益 3,498 2,416

法人税等 1,285 878

四半期純利益 2,212 1,537

非支配株主に帰属する四半期純利益 82 128

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,129 1,408
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 2,212 1,537

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,651 △1,610

為替換算調整勘定 872 △3,259

退職給付に係る調整額 25 104

持分法適用会社に対する持分相当額 90 △4

その他の包括利益合計 2,641 △4,770

四半期包括利益 4,854 △3,233

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,736 △3,115

非支配株主に係る四半期包括利益 117 △117
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）２

日本 米州 欧州
アジア・パ
シフィック

計

売上高

　外部顧客への売上高 20,406 11,146 5,934 2,433 39,921 ― 39,921

セグメント間の内部売上高
又は振替高

13,999 11 19 2,024 16,054 △16,054 ―

計 34,406 11,158 5,953 4,457 55,975 △16,054 39,921

セグメント利益 2,864 750 56 388 4,060 △643 3,417

　（注）１. セグメント利益の調整額△643百万円は、未実現利益の消去他であります。

　 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）２

日本 米州 欧州
アジア・パ
シフィック

計

売上高

　外部顧客への売上高 19,062 8,687 5,153 1,851 34,756 ― 34,756

セグメント間の内部売上高
又は振替高

14,906 27 23 2,344 17,302 △17,302 ―

計 33,969 8,715 5,177 4,195 52,058 △17,302 34,756

セグメント損益 2,585 395 △2 392 3,370 △704 2,665

　（注）１. セグメント損益の調整額△704百万円は、未実現利益の消去他であります。

　 ２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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４．補足情報

（１）受注及び販売の状況

①受注状況 (単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　 至 平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

受注高 受注残高 受注高 受注残高

ＮＣ旋盤 9,719 14,058 8,768 14,241

マシニングセンタ 25,373 35,975 19,775 29,386

複合加工機 10,365 9,350 6,648 8,426

ＮＣ研削盤 1,636 1,979 605 1,386

その他 816 692 649 736

合計 47,910 62,055 36,448 54,177

(注) 受注高、受注残高には消費税等は含まれておりません。

②販売実績 (単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　 至 平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

売上高 構成比(%) 売上高 構成比(%)

ＮＣ旋盤 8,404 21.1 8,809 25.4

マシニングセンタ 19,916 49.9 17,477 50.3

複合加工機 10,055 25.2 6,584 18.9

ＮＣ研削盤 690 1.7 1,192 3.4

その他 854 2.1 692 2.0

合計 39,921 100.0 34,756 100.0

(注) 売上高には消費税等は含まれておりません。

（２）海外売上高

前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

米州 欧州
アジア・

パシフィック
計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 11,346 5,934 8,723 26,004

Ⅱ 連結売上高（百万円） ― ― ― 39,921

Ⅲ 連結売上高に占める
海外売上高の割合(%)

28.4 14.9 21.8 65.1

　

当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

米州 欧州
アジア・

パシフィック
計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 9,190 5,199 7,688 22,078

Ⅱ 連結売上高（百万円） ― ― ― 34,756

Ⅲ 連結売上高に占める
海外売上高の割合(%)

26.4 15.0 22.1 63.5
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